
サポートファイルの詳しい内容については裏面へ！

相談内容 相談日（時間） 担当機関名

子育てに関する相談
月～金（祝日を除く）

9：00～17：00

◎こども若者相談センター（キセラ川西プラザ３階）

☎072-740-1248

母子の健康や栄養、子育てに関す

る不安や悩みなどの相談
同上

◎川西市保健センター ☎072-758-4721

幼稚園・保育所・認定こども園・小

学校・中学校・特別支援学校などで

の生活に関するサポートについて

同上

◎インクルーシブ推進課 ☎072-740-1401

幼稚園・保育所・認定こども園・留

守家庭児童育成クラブなどの入園

所に関すること

同上

◎入園所相談課

○入園所関係 ☎072-740-1175

○留守家庭児童育成クラブ ☎072-740-1215

ひとり親に対する手当に関するこ

と
同上

こども支援課 ☎072-740-1179

障がいを持つ子どもに対する手当

に関すること
同上

◎こども支援課 ☎072-740-1400

※主に重度・中度の障がいを持つ子どもが対象です。

子どもの虐待相談等に関すること 同上
◎こども若者相談センター（キセラ川西プラザ２階）

☎072-740-1152

障害福祉サービス等に関する相談 同上
◎こども支援課 ☎072-740-1400

◎障害福祉課 ☎072-740-1178

障害福祉サービス等に関する相談

及び発達等育児相談

月～金（祝日を除く）

9：00～17：30

◎川西さくら園

〇障害福祉サービス等 ☎072-744-7200

〇発達等育児相談 ☎072-755-1772

学校生活、教育相談及びこどもの

悩みの相談

月～金（祝日を除く）

9：00～12：00

12：45～17：00

◎小中学校・特別支援学校

◎こども若者相談センター（キセラ川西プラザ２階）

〇教育相談 ☎072-757-8080

※臨床心理士、言語聴覚士が対応します。

〇こども悩みの電話相談 ☎072-758-7830

中学校卒業後から３９歳までの若

者のひきこもりや不登校等の悩み

の相談

月・火・水・金

（祝日を除く）

9：00～17：00

◎こども若者相談センター（キセラ川西プラザ２階）

○予約が必要です。 専用☎072-758-5044

※臨床心理士が相談に応じます。

子育てや子どもの発達について、一人で悩んでいませんか？

担当機関が連携を図りながら、一緒に考えていきますので、ぜひお気軽に

ご相談ください。

相談窓口



●サポートファイルは、お子様の成長の様子や特徴、さらには学びの様子などを書き

込むようになっています。保護者や支援者等、ご本人のことをよく知っている人が、

書き込みやすいところから、また優先すべき項目から書き始めてください。（サポート

ファイルの使用は義務ではありません。）

●場所・状況・支援の目的に応じて使えるよう、目的ごとのシートに分かれています。

必要なシートや項目のみに記入していただき、必要としないシートや項目には記入さ

れなくても結構です。

●医療機関や相談機関から提供された資料や記録を挟み込むなど、使いやすいように

工夫してご活用ください。

●お子様のライフステージに合わせて、医療・保健・福祉・教育等の支援機関との情

報交換のツールとしてご活用ください。

●お子様の成長とともに、記入した内容を書き直したり、書き加えたりすることが必

要となりますが、その時には、関係機関の担当者などと一緒にご本人の状況を確かめ

ながらご記入ください。

☆サポートファイルとは…

●特別な支援や配慮を必要とする子どもたちが、乳幼児期から成人期までのそれぞれのライフステージで、途切

れることなく一貫した支援が受けられることを願い、サポートファイルを作成しました。ぜひご活用ください。

サポートファイルは上記の相談窓口の◎印がついている場所でお渡しできます。また川西市のホームページから

様式をダウンロードすることもできます。

※https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/kurashi/fukushi_kaigo/syougai/1001038/1001055.html）

☆サポートファイルの使い方…

サポートファイルに関する問い合わせ先

川西市役所こども支援課 ☎072-740-1400

サポートファイルとは、保護者と関係機関が連携・協力して、お子様の支援が円滑に行

われるように、その特徴・特性やこれまで受けてきた支援の内容などが書き込めるように

なっているファイルのことです。

お子様の成長の過程で、学校・相談機関・サービス事業所などの利用機関が変わっても、

このファイルを利用機関に見せることで、お子様の情報はわかりやすく伝わるようになり

ます。


